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いるかである。放射線の単位と測定に関する国際委員会 (InternationalCommittee Radiation 
I) 
Unit: ICRU)によって勧告されている放射線の物理量として次のものがあげられている。そ
れは，照射線量 (exposure)，吸収線量 (absorbeddose)，線量当量 (doseequivalent), 
フルーエンス (fluence)，カーマ (kerma)等である。生体に対する遮蔽を考える場合，放射
線防護の立場から考慮することが重要であり，最終的に必要なのは放射線による生体効果を含
めた線量当星 （単位・ rem)の情報である。線量当置 (DE)は吸収線量 (D。rad)，線質係数
(quality factor ・ QF)および分布係数 (distributionfactor ・ DF)など必要な修正係数の積
として表される。すなわち， DE = D。 •QF ・ DF ..…（1) 





















箱 CC-CO2chamber)またはテフロン ー炭酸ガス電離箱 (Teflon-CO2chamber)，② Hurst 
等により開発された GM管式線量計，③中性子にだけ感度をもつ各種物質の放射化法 (activa-




著者等は ，中性子および r線による総線星 (totaldose)の測定には，ポリエチレンーエチレ
ンガス (JX)lyethylene-ethylene gas)線量計を試作し，また，中性子線量成分には Hurstタイ
プの比例計数管を， r線線量成分にはマイクロ GM(micro G-M)計数管をそれぞれ試作し，
ヴァン・デ・グラーフ (Van・ de ・ Graaf£)加速器からの中性子，r線混合場中で各々を用い線
量計測を行った。
1) ポリ エチレ ンエチレ‘ノカス線量計
3T(d,n)'He反応からの18MeV単色中性子の測定に用いた電離箱で，外径lOcm¢ の球状，
Polyethyleneの壁厚は0.3cmである。なお， 9Be(d, n) 10B反応からの平均 2MeVの中性子
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電極には 0.05mm¢ のstainlesssteel wireを用い，カウンター較正用の"1Am-a線源を内蔵
した。また，有効体積 (sensitivevolume)は44mm¢X40mmで，この Volumeを決定する





spectrumから分かるように FWHM(full width half maximum)で13.4％の分解能を得た。
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r線混合場での r線用線量計として GM管タイプを使用した。そ れは， フィリップ





た。 Fig-5にGM管の線質依存性を示す。測定点は有効エネルギー 1.25Mev(60Co), 0.662 
MeV(l”Cs），および診断用 X線装置からの実効エネルギー (Kev)の112,102, 86, 72, 67, 












































































Relative Pulse Height 
































































人体組織等価電離箱が lRのOOCoの r線に照射された時，吸収線量は 0.96radに相当する。
同一の電離が (W•/Wp) X 0.96radに等しい中性子線量によって，この線量計の中で作られる。
ここで， Wa,W。はそれぞれの a線， 8線によって気体中で 1イオン対を生ずるに要する平均
エネルギーである。気体中でのWの値がa線，陽子および重粒子に対して同一であると仮定す
る。 Wの比は混合気体によって1.03~1.06までわずかに変化する。もし， Wの比を1.04と設定
すれば，組織等価電離箱で的Coからの r線 lRによって作られた電離に対する r線rradと，
中性子Nradによって作られた電離の比Tは次式によって与えられる。
I'. N 
T= —+ --＝ 1.04r+N… (2) 0. 96. 1. 00 
一方， C-C02電離箱による 60Coからの r線 lRによって作られる電離に対する中性子と r
線による電離の比Cは次式で与えられる。
C = 1.04 + kN… (3) 


























線 質 twin Hurst G・M イオウ (S)
中性子 I1.3 rad/ min I 1.1 rad/ min 1.2 rad/min 
r
 
0.2 rad/min 0.2 rad/min 
















































主に用いられている。このカウンタ ーの特性については， Vande Graaff加速器を利用した
中性子源と， Ra-Be(a, n)の RI中性子源を使用して行った。線量当量を計測する場合に
は，中性子ビームをカウンターの軸に垂直におくべきである。中性子源には， 加速器による
3T (p, n)'He, 2D (d, n) 3 He, 3 T (d, n)'He反応からの500KeV, 1 MeV, 2 MeV, 
5MeVおよび18MeVの中性子を用いた。なお，中性子フルーエンスの計測には電総研（通産
省）で比較較正した，放医研（科学技術庁）のロングカウンター (longcounter)を使用した。
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